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借方（資産）

【平成18年度末バランスシートのグラフ】

【解説】
　那須塩原市が持っている資産の合計は1,517億58万円で、内訳は土地や建物、道路などの「有形固定資産」が1,353億
1,730万円、出資金や基金などの「投資等」が91億764万円、財政調整基金や減債基金、現金、市の債権（市税の未収金）な
どの「流動資産」が72億7,565万円となっています。
　資産のほとんどは、「有形固定資産」で占められており、その資産形成における資金調達については、これまでの世代による
負担である「正味資産」によるものが69.1％、将来の世代の負担による「負債」によるものが30.9％となっています。

【資産の状況】
１．有形固定資産
　前年度と比較して3億8,136万円減少しました。これは、平成
18年度に新たに資産を形成するために行った支出額よりも、こ
れまでに形成してきた資産の減価償却費の金額が上回ったた
めで、 市の行う建設事業を抑制したことを示しています。 具体
的には、有形固定資産の形成に59億6,328万円支出したの
に対し、減価償却した有形固定資産は63億4,464万円となっ
たことによるものです。　
　なお、平成18年度の主な資産形成は次のとおりです。　
　・ 総務費　塩原支所庁舎新築移転　　　　6億7,040万円
　・ 商工費　塩原温泉湯っ歩の里整備　　　 2億5,000万円
　・ 土木費　那須塩原駅北土地区画整理　 　4億7,505万円
　　　　　　（仮称）黒磯インター整備関連      2億5,443万円
　・教育費　三島体育センターテニスコート用地購入ほか　
　　　　　　  　　　　　　　　　　　　     2億8,753万円
　　　　　  体験学習施設整備　　　　　　 2億4,249万円

２．投資等
　総合排水対策基金や庁舎増改築基金などを取り崩して事業
に充てたため、基金が13億1,287万円減少しました。 退職手
当組合積立金は2億1,910万円増加しました。 よって、投資等
全体で10億9,936万円減少しました。

３．流動資産
　財政調整基金と減債基金に７億円を積み立てたことによっ
り、流動資産全体で６億1,241万円増加となりました。

【負債の状況】
　前年度と比較して1億2,767万円増加しました。　負
債のうち翌々年度以降に返済が必要な借入金である
「固定負債（市債）」は350億7,831万円で、前年度と比
較して12億8,716万円減少しています。これは、平成
18年度の建設事業が抑制されたことから、その財源で
ある市債（借入金）の発行額も抑制されたためです。
　また「流動負債」は前年度から3億3,642万円増加
し、 47億7,187万円となりました。 これは、平成17年
度に借入した合併特例債15億1,730万円の元金返済
の影響によるものです。

【正味資産の状況】　
　「正味資産」は、これまでの資産の形成に調達された
資金のうち、将来の負担が必要ないものを示しており、
前年度と比較して9億9,599万円減少しました。
　その内訳は、国と県からの補助金が2億7,904万円
増加しましたが、一般財源等（市税など）が12億7,503
万円減少しました。
　正味資産が減少する理由は、有形固定資産が減価
償却して減少すると、それに連動して正味資産も減少
するためです。

正味資産
1,048億9,076万円
（69.1％）

投資等
91億　764万円
（6.0％）

流動資産
72億7,565万円
（4.8％）

固定負債
420億3,795万円
（27.7％）

流動負債
47億7,187万円
（3.2％）

（単位：億円）

貸方（負債＋正味資産）

有形固定資産
1,353億1,730万円
（89.2％）


